
 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県教育庁相双教育事務所 学校教育課 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

TEL:(0244)26-1314 

FAX(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和４年９月２７日（火）９:４５～１６:００ 

○会 場：浪江町立なみえ創成小学校・なみえ創成中学校（一部オンライン配信） 

○参加者：小・中、義務教育学校の教員、市町村教育委員会指導主事等 合計８８名 

○内 容：①震災遺構浪江町立請戸小学校の見学 

②公開授業参観 

③講演「少人数教育の魅力とは」北海道教育大学釧路校 教授 川前あゆみ様 

④ラウンドテーブル「少人数教育におけるカリキュラム及び指導の工夫」について 

【今後取り組みたいこと】 ～研修者より～ 

○ なみえ創成小中学校の授業を参観させていただいたこと、講演の内容等から、 

カリキュラムの工夫を目指し、教員の意識改革が必要だと思いました。 

○ 研修内容に流れがあり、避難地域だからこそできること、していかなければなら 

ないことに気づくことができました。少人数教育をプラスとして考えることができました。 

○ 個に応じた指導の充実、言語活動の充実、可視化の工夫に取り組みたいです。 

○ 請戸小学校被災のことは話に聞いていましたが、実際に訪れてみてこそ当時の津波 

の恐ろしさを認識できると感じました。 

【研修のまとめ】  

【被災地域理解について】 
○ 避難地域 12市町村の被災以降のあゆみはそれぞれ違いがあります。今年度は震災遺構浪江町立請 

戸小学校の見学を通して、浪江町の被災以降のあゆみを理解していただきました。被災地域の学校で学 

ぶ子どもたちの豊かな学びを築くうえで被災地域の理解は欠かせません。 

【公開授業】 
○小学校第 2学年 図画工作 「ともだち 見つけた！」 末永佳子教諭  

○小学校第３・４学年 総合的な学習の時間 「これからの浪江町の防災を考えよう」  

稲垣みゆき教諭、後藤かおり教諭、佐藤信一教諭 

○小学校第 6学年 国語科  「みんなで楽しく過ごすために」  

鈴木孝成教諭、永山和弥教諭【葛尾小学校】（遠隔合同授業） 

○中学校第 3学年 数学科 「関数 y=ax²」 西坂勇輝教諭  

【講演のポイント】 
○ 少人数教育における個別最適な学び ○ パラダイム転換 ○ 少人数教育におけるカリキュラム 

【ラウンドテーブル】 

○ ２年ぶりの参集型の研修実施により、参加者一人一人が感じている課題や取り組みの成果について熱く

語らうことができました。なみえ創成小・中学校の取り組み発表が協議の呼び水となりました。 
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